
□

□

□

□

□

□

□

□ □ □ その他、求める資料

□

1 □ □ □

□ □

□ □ □ □

3

(記入)            ㎡  

5 □ ➡（ □ □

□ □

□ □

□ 通称「花折街道」　➡ （　□ 町道吉川中央線　　□ 町道吉川川尻線　）

□

□

□

□

□ ➡ 設問10へ

□ ➡ 設問9へ

□

㎡

□

□

□

11 □

12 □

13 □

※裏面も記入すること

申請敷地が規定内の面積であっても、隣接地に駐車場等を整備することで一体的土地利用と判

断され、総面積が5,000㎡を超える場合は許可されませんのでご注意ください。

敷　地　面　積

受ける見込みである

未定
【該当する場合】

接道する道路との間に河川または水路があるが、建基法

第43条許可を受ける見込みである。

宅造造成等工事の許可申請が必要　）

既存建築物の用途変更

店舗（日用品販売店舗・サービス業店舗・喫茶、飲食店等）

　(記入)

国道４７７号

府道余野車作線 □ 府道余野茨木線

出入口は幅2ｍ以上(宿泊施設等は4ｍ）以上確保できており、右の　　　どち

らの道路に接道しているか。

指定路線

直接接続道路

沿道区域を構成する

指定路線

申請地に接道している道路は上記「6」のいずれか、又は指定路線に直接接続する

42条1項1号道路（以降「直接接続道路」という。）のどちらであるか。

指定路線

豊能町 提案基準Ａ「路線沿道において店舗等の立地を目的とする開発行為の取扱い」

開発行為の提案基準Ａ適合性チェックリスト（事前適合協議）

8

9

課

税

宅地

雑種地

田

計画図（配置図・敷地求積図・建物平面図・建物立面図・建物求積図・排水計画など）

4

申 請 地 豊能町
申請地の地目

住　　所

あり

なし工場

併設住宅の有無改築

計画の内容が詳細にわかる説明文等資料 付近見取図

□ 雑種地

申 請 者

氏　　名

住　　所

6

2

添付書類

宅地

田

山林

その他
□

［　　　　　　］

登

記

山林

□
その他

［　　　　　　］

（例）飲食店・喫茶店　　

予定建築物の外壁面は全周1ｍの後退距離を確保できている。

※代理人が申請する場合は委任状を添付すること

新築

事務所

国道４２３号

[　　　　　 ]

指定路線または直接接続道路と申請敷地との間に著しい高低差がある場合、

申請敷地の出入口と指定道路または直接接続道路の間に安全に行き来できる

階段や傾斜路等の「有効な通路」が整備されているか。

階段がある

氏　　名

宿泊施設

府道茨木能勢線

電話番号

代 理 人

電話番号

7

計画について

予定建築物の用途

予定建築物の概要

造成行為の有無

提案基準Ａに定める道路境界線から幅1ｍ以上の植樹帯を設置できるか。 設置する計画である

傾斜路がある

階段も傾斜路もある

確保できている

適用する計画である準防火地域内の建築物の構造制限を適用できている。

  ＜　5,000㎡500㎡ ≦

造成あり 造成なし

10

直接接続道路

区域内面積＝

申請地の面積は、沿道区域(指定路線の境界線から50ｍ

の範囲)内に過半が存しているか。

下記のとおり、過半が区域内に存している。

≦敷地面積×0.5



□

□

□

□

幅 × 長さ ｍ

18

19

ﾁｪｯｸ欄

□

□

□

□

□

□

□

□

町-３
本計画は、道路・公園・学校等の公共施設、上下水道等の公益施設、その他の

施設の計画に支障はない。

町-４ 本申請地は、判断基準５に定める区域に存してる、または一部が存している。

□ 支障なし

□ 支障なし

□

□

存していない

一部が存している

□ 全てが存している

町-２

本計画は、町の計画に位置付けられて

いる沿道整備の考え方に即していると

判断できる。

計画

□

総合まちづくり計画

都市計画マスタープラン

市街化調整区域の土地利用のあり方

ガイドライン

下記の内容を確認し、チェックを入れてください。

本計画は、豊能町の土地利用計画から判断して支障はない。

台

駐車場は自走式駐車場であり、各駐車ますの大きさは規定の寸法

（幅2.3ｍ以上・長さ5.0ｍ以上）を確保できている。 ｍ[　　　　] [　　　　]

確保する計画である

計画
客席数を4で除した数値（小数点以下は切捨て）に

１を加えた数値。

用途が店舗等となる場合、来店者用

の駐車場として右記のとおり規定さ

れている。計画台数について記載す

ること。

※ただし、車での来店者が多数想定

される場合は、別途協議とする。

店舗（日用品販売店舗等）

台

［敷地面積］÷ 50＝最小台数

飲食店・喫茶店等

計画

17

豊能町に提出後、適合チェックが完了、返却された本チェックリストは、開発許可申請の事

前協議書に添付して下さい。

駐車場は、道路から直接駐車できない計画としている。

建築物の色彩は、周辺の美観を損なわないものである。

□

□

はい

はい

垣または柵の構造は、周辺の環境や美観との調和、地区の特性等を考慮し緑化を基

本とする計画である。
□ はい

意見等記入欄町受付確認欄 許可の区分

開発許可

建築許可

用途変更許可

[　　　   　　　　]

町-１ □ できる

――――――――――――――――以下、豊能町記入欄－――――――――――――――――

20

今回の計画について、地元自治会等関係者に説明を行い、理解を得てください。

また、開発許可申請の事前協議書に地元説明に関する経過等報告書を添付してください。
□

申請地に農地が含まれる場合は、農地転用について農政部局と協議を行ってください。

公共用地との境界が未確定の場合は、許可申請までに境界明示手続きが必要です。

用途変更の場合で、建築基準法に定める「特殊建築物」の用途に供する部分の延べ床面積が200㎡を超える場合は、同

法に定める建築確認申請が必要です。また、消防との協議も必要となります。
□

□＜重要＞

16
(［客席数］÷ ４)+1＝最小台数

14

15 【該当する場合】

提案基準Ａに定める緑化面積の最低限度を確保できるか。

（敷地面積の20％が提案基準Ａに定める緑化面積）

下記の緑化必要面積を確保する計画である。

敷地面積×0.2＝ 緑化必要面積[　　　      　      ㎡ ]

予定建築物の延べ面積(店舗に係る部分)を50㎡で除

した数値。（小数点以下は切り上げ）

該当するので対応する。□
敷地面積が1,000㎡以上の場合、府条例に基づく緑化基準についても

満たさなければならない。


